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 ２００２年７月、イレッサは、世界で最初に日本で肺がん用抗がん剤として承認され、

これまでに少なくとも８００人もの方々の残された大切な「いのち」が奪われてきまし

た。副作用の強い抗がん剤といえども、これほどの死者を出したのはイレッサ以外にあ

りません。 
アメリカでは新規患者への投与が禁止されています。ＥＵでは昨年ようやく承認された

ものの、ＥＧＦＲ遺伝子変異のない患者への投与は認められていません。ところが、日

本では、承認条件として実施された臨床試験（Ｖ１５３２試験）で、イレッサの延命効

果が証明出来なかったにもかかわらず承認内容の見直しすら行なわれていません。これ

ほどの被害を出したのは日本以外に無く、イレッサ事件は、国と企業が生み出した「薬

害」に他ならないのです。 
 私達は、８００人もの方々の死を無駄にしないためにも、がん患者のいのちの重さを

問うこの薬害イレッサ事件について、国と企業が下記の要求にこたえ、早期全面解決を

はかることを要求します。 
 
                 記 
１、国とアストラゼネカ社は薬害イレッサ事件に対する責任を認め被害者遺族に謝罪す

ること。 
２、国とアストラゼネカ社は、薬害イレッサ事件の被害者遺族に対する償いをすること。 
３、本年７月からの再審査にあたり、イレッサの承認内容を見直すこと。 
４、医薬品副作用被害救済制度を拡充するなどして、抗がん剤による副作用死を救済す

る制度を創設すること。 
５、薬害イレッサ事件を検証し薬害の再発防止に取り組むこと。 
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